
協同が息づく兵庫のまちづくり

2018

3月6日㈫、兵庫県農業共済会館で「ひょうご消費者セミナー2017」を開催し、72人が参加しました。「防ごう！
消費者被害　お寺に学ぶ　助け合いの地域づくり」と題して、おてらおやつクラブ事務局長　桂 浄薫氏の講演
と適格消費者団体の活動報告から、消費者被害に遭わないためのポイントや具体的な事例を学びました。（関連ペー
ジ P.3）
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2 月20日㈫・21日㈬、兵庫県民会館で、「第16回税務・経理講習会」を開催し、 5 会員生協・
2 関連会社の職員13人が参加しました。

最初の全体講習では、MM コンサルティング代表 三宅 充氏から「経理担当者の心得」と題して、
経理の重要性について、税理士 江藤 俊哉氏から「2017年度税制改正」について講義いただきま
した。 1 日目午後からの「法人税基礎クラス」には 8 人が参加。西宮市職員生活協同組合 統括
部長 宮田 正樹氏から「税務・経理・財務管理の基本」を中心に身近な設例に基づく税務申告書
の書き方など税務の基礎を学びました。参加者からは「生協に関する特例をまとめていただき、
2017年度税制改正の内容がよく理解できました」「重要な部分を繰り返し説明いただき、理解を
深めることができました」などの感想が寄せられ、実践に役立つ講習会となりました。

3 月 6 日㈫、兵庫県農業共済会館で「ひょうご消
費者セミナー2017」を開催し、72人が参加しました。

このセミナーは、「適格消費者団体」や「消費者
団体訴訟制度」について理解を深めるとともに、消
費者被害防止のために個人ができることや地域の
ネットワークでできることについて考えることを目
的に2008年度から開催しています。

冒頭、主催 4 団体（兵庫県生協連合会・コープこ
うべ・ひょうご消費者ネット・消費者支援機構関西）
を代表し、消費者支援機構関西理事長 榎 彰德氏が
挨拶。続いて、適格消費者団体の活動と消費者被害
の実例を◯×クイズで学びました。講演は、おてら
おやつクラブ事務局長・善福寺住職 桂 浄薫氏から

「おてらおやつくらぶの活動の現場から〜お寺の社
会福祉活動の可能性〜」と題して「お供え」を仏様
からの「おさがり」として、見守りを兼ね困ってい
る人に「おすそわけ」として届ける「おてらおやつ
クラブ」の取り組みを通して、孤立を防ぎ、地域の
つながりをつくることが消費者被害防止につながる
ことなどお話いただきました。

参加者からは、「適格消費者団体の取り組みと原

点を知りました。社会の弱い立場への支援は『お寺
の社会福祉活動』と同じです」「適格消費者団体を
はじめて知りました」など感想があり、次年度につ
ながるセミナーとなりました。

2017年度「兵庫県生協連・第16回税務・経理講習会」を開催

防ごう！消費者被害 お寺に学ぶ 助け合いの地域づくり
「ひょうご消費者セミナー2017」開催

【法人税基礎クラス】宮田 正樹氏

◯×クイズでわかる！適格消費者団体

講演　桂 浄薫氏

ロビーでは、フードドライブ（家
庭で余っている食品をフードバン
クに寄付する活動）を行いました

【全体講習】三宅 充氏 江藤 俊哉氏
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◦  2 0 1 8 年 度「 兵 協 連 だ よ り 」通 信 員 紹 介  ◦
2018年度の「兵協連だより」の通信員のみなさまです。よろしくお願いします。

＊変更・継続のご報告をいただいていない生協につきましては、2017
年度通信員を継続掲載しております。変更がある場合は、兵庫県生協
連までご連絡をお願いいたします。

購買生協
生活協同組合コープこうべ 榊原　晶子さん
佐曾利消費生活協同組合 中村　　梓さん
生活クラブ生活協同組合都市生活 山本　晋也さん
生活協同組合コープ自然派兵庫 時枝　文麻さん
生活協同組合連合会コープ自然派事業連合 山田　勇起さん
西宮市職員生活協同組合 宮田　正樹さん
尼崎信用金庫職員生活協同組合 柏原　正宏さん

大学生協
神戸大学生活協同組合 坂本　安弘さん
関西学院大学生活協同組合 池上　正寿さん
神戸市外国語大学消費生活協同組合 衛藤　昭二さん
甲南大学生活協同組合 中谷　満子さん
兵庫県立大学生活協同組合 藤井　貴浩さん
神戸薬科大学生活協同組合 浅野喜一郎さん
神戸親和女子大学生活協同組合 木村　祐一さん
大手前大学生活協同組合 生田　正和さん
園田学園女子大学生活協同組合 大須賀　修さん
甲南女子大学生活協同組合 新田　和代さん
神戸市立工業高等専門学校生活協同組合 久保田尚稔さん
大学生協関西北陸事業連合 藤江　正俊さん

医療生協
神戸医療生活協同組合 中西　一真さん
尼崎医療生活協同組合 岸本　貴士さん
阪神医療生活協同組合 松田　茂之さん
宝塚医療生活協同組合 前田　秀輔さん
姫路医療生活協同組合 岡田　佐織さん
ろっこう医療生活協同組合 古市　賢二さん
たじま医療生活協同組合 春木　圭介さん
ひまわり医療生活協同組合 酒井　成美さん

共済生協
神戸市民生活協同組合 鹿田　裕子さん
尼崎市民共済生活協同組合 中畑　貴喜さん
姫路市民共済生活協同組合 山本　悠人さん
西宮市民共済生活協同組合 白井　　浩さん
兵庫労働共済生活協同組合 南雲　健一さん

生協以外の会員
近畿労働金庫兵庫地区本部 井奥眞貴子さん

3 月 9 日㈮、兵庫県民会館で「兵協連だより」通信員・
広報担当者研修を開催。 8 生協 1 団体 1 関連会社から17
人が参加しました。この研修は、「兵協連だより」通信
員ならびに会員生協の広報担当者の活動に役立てていた
だくために毎年企画しています。

今回は、神戸市企画調整局創造都市推進部　クリエイ
ティブディレクター　山阪 佳彦 氏を講師に「人を集め
るチラシづくりのコツ」と題して、講義とワークショッ
プを行いました。チラシを作成する順序やキャッチコピー
を作成するコツ、チラシレイアウトなどの講義の後、実
際にチラシのキャッチコピーを考えるワークショップを
行いました。

参加者からは「キャッチコピーやデザイン、レイア
ウトなどの基礎を学ぶことができました」「ターゲット
を絞ることでデザインが変わることが理解できました」

「ワークショップでいろんな方のアイディアを聞くこと
ができ今後の参考になりました」などの感想が寄せられ、
実践に役立つ研修になりました。

2017年度「兵協連だより」通信員・広報担当者研修

【講義】各生協で作成しているチラシを添削いただ
きました

【ワークショップ】各班で考えたキャッチコピーを
発表しました 4
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2
月
23
日
㈮
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ー
プ
園
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が
リ
ニ
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ー
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ー
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し
た
。
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舗
2
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に

は
、
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隣
の
住
民
が
集
い
、
学
べ
る
く
ら

し
の
拠
点
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。

拠
点
ス
ペ
ー
ス
「
み
な
く
る
☆
そ
の
だ　

コ
ー
プ
さ
ん
と
こ
」
は
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ー
プ
こ
う
べ

初
の
取
り
組
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て
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市
（
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ん
な
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崎
大
学
）、
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崎
市
社
会
福
祉
協
議

会
、
阪
神
医
療
生
協
を
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じ
め
地
域
の
14

団
体
と
一
緒
に
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っ
て
考
え
、
作
り
上
げ

た
地
域
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、歌
あ
り
、お
笑

い
あ
り
、阪
神
医
療
生
協
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
や
喫
茶
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
多
く

の
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

4
月
か
ら
は
「
み
ん
な
の
尼
崎
大
学
生
活

科
学
部
」
が
開
講
。
さ
ら
に
学
び
の
場
が

増
え
る
予
定
で
す
。「
買
い
物
の
つ
い
で

に
〇
〇
で
き
た
ら
」「
子
ど
も
と
参
加
で

き
る
△
△
が
あ
る
と
い
い
な
」
な
ど
の
声

を
大
切
に
、
地
域
の
未
来
に
つ
な
が
る
活

動
を
支
援
す
る
場
と
し
て
み
な
さ
ま
と
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
通
信
員
　
榊
原 

晶
子
）

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ

新
し
い
拠
点
の
ス
タ
イ
ル

「
み
な
く
る
☆
そ
の
だ
」
オ
ー
プ
ン

〜兵庫県生協連「東日本被災地支援活動」〜

東日本大震災被災地復興状況視察報告
3 月10日㈯〜11日㈰、震災 7 年を迎えた東北被災地を訪ねました。2013

年、神戸医療生協が被災地支援のために設立した一般社団法人 ING の支
援活動に、兵庫県生協連も一緒に参加している一環です。

神戸医療生協から 4 人、兵庫県生協連から専務理事 田中浩太郎とコープ
こうべ広報室の山野祥さん、協同購入センター西神戸の片山朋義さんの 3
人が参加し、先入りしていた「大阪きづがわ医療生協」3 人と合流しました。

宮城県南医療生協が船岡町に組合員活動の場として借り上げている民家
を拠点に、福島県の浪江町と宮城県の南三陸町を中心に視察と交流を行い
ました。町役場の職員の案内で、帰還困難地域（避難指示区域）の荒れ果
てた状況や、避難指示が解除されたとは言え、人の営みを全く感じない
JR 浪江駅前の街並みに、ただ茫然とするばかりでした。「東日本大震災の
ような津波被害を二度と起こさないために」と、行政主導で総延長400km
という巨大防潮堤の建設が進められており、南三陸に向かう車中からは、
三陸の美しい海の景観は望めません。南三陸町は、山が丸ごとなくなり、
海辺はかさ上げで丘になり、15m 近い防潮堤が海沿いに建つという、と
てつもないスケールの土木事業に圧倒されます。震災前の写真と見比べて
も、同じ場所だとは理解できない不思議な感覚になります。漁業を生業と
する方が多い中で、高台への集団移転先となった災害公営住宅からも、海
は全く見えませんでした。安全か、暮らしやすさか……、被災地では今、
多くの人間が関わり、知恵を絞り、将来に向けてなんとか回答を出そうと
考えて生まれた結果が、こういう形で姿を現してきていました。

JR 浪江町駅前

浪江町へ向かう
途中の看板

嵩上げで屋上部分しか見えな
い南三陸町防災対策庁舎

阪神医療生協の健康チェック
＆相談会。
血圧、体脂肪、骨密度を測り
アドバイス

バルーンアート
「るんるんバルーン」。
会場が華やかに
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JA 兵庫中央会Ｊ
Ａ（一財）兵庫県水産振興基金Ｊ

Ｆ

イカナゴ新子漁 始まる！
〜今年は2月26日に解禁〜

青木健浩さん（JA 兵庫西）が
最優秀（県知事賞）を受賞
JA 営農指導員研修大会

瀬戸内海に春の訪れを告げるイカナゴ新子漁が
始まりました。

2 月23日㈮に行われた試験操業の結果、イカナ
ゴ新子の順調な成育が確認されたため、解禁日は
昨年より 9 日早い 2 月26日㈪となりました。

イカナゴ新子は、 2 隻の漁船により海の表層を
網でひく「船びき網漁業」で漁獲され、水揚げさ
れた港で入札、小売店へ直送されます。直送され
た新鮮な生イカナゴ新子を購入し、自宅で醤油・
みりん・砂糖・生姜などで水分がなくなるまで煮
詰めて作る「イカナゴのくぎ煮」が瀬戸内海の春
の風物詩となっています。

昨年は極端な不漁のため、資源保護を理由に10
日程で終漁となったイカナゴ新子漁。県立水産技
術センターによると、今年も播磨灘、大阪湾とも
に「平年を下回る」と不漁予測となっていますが、
解禁日はくぎ煮に適した約40ミリの新子が水揚げ
され、浜は待ちわびた解禁に活気づきました。

JA 兵庫中央会は 2 月16日㈮、平成29年度 JA
営農指導員研修大会を県農業会館で開催し、JA
営農指導員および関係者ら84人が参加しました。

この研修大会は、JA 営農指導員が日頃の活動
実績を発表し、相互研鑽を図ることが目的です。
9 JA の代表者から活動実績発表が行われ、「たつ
の市揖西町における農業生産の拡大と農家所得向
上への取組みについて」と題して発表した JA 兵
庫西の青木健浩さんが最優秀を受賞しました。青
木さんは、需要のある黒大豆、契約栽培米「やま
だわら」、加工用白菜の 3 種類の作物における生
産拡大の提案によって、栽培面積、販売高の増加
を達成した成果を発表。審査委員長の兵庫県立農
林水産技術総合センターの片山次長は「組合員の
所得の向上・生産販売力強化など農協改革で求め
られている部分に注力されている」と講評しまし
た。

他の発表者は次の通りです。
JA 兵庫南・阿野秀朔さん（中央会会長賞）、

JA 丹波ささやま・山﨑久敬さん（全農兵庫運営
委員会会長賞）、JA あわじ島・北川忠久さん（審
査委員長特別賞）、JA 兵庫六甲・藤原直文さん、 
JA みのり・矢本萌さん、JA 兵庫みらい・竹内 
俊充さん、JA たじま・石井淳さん、JA 淡路日の
出・林満明さん

水揚げされたイカナゴ新子

イカナゴ新子漁の様子

最優秀を受賞した JA 兵庫西の青木さんの発表
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みなさま、こんにちは。適格消費者団体 NPO 法人ひょうご消費者ネットの吉江直記です。
先日、とある懇親会で、「ヨッシーの窓、を書いているヨッシーさんですね！」とお声かけいただきました。

実は私、長い間、このコーナーを持たせていただいているのですが、こんなふうにお声かけいただくのは初
めてだったんです。ですから、とてもとてもうれしくなって、その晩はとてもよく眠れました。みなさまも、ぜひ、
どこかでお会いしたら気軽に声をかけてくださいね！

さて、ひょうご消費者ネットは、日 、々「こんな契約はおかしいのでは？」という情報を受け付けています。ひょうご消費者ネッ
トだから、契約の相手が、兵庫県の事業者に限られるというわけではありません。情報提供は、お電話もしくはホームページか
らできます。お電話の場合、ひょうご消費者ネットの事務局が受け付けしています。なんで、またこんなことを書いているのかと
思うかもしれません。というのも私自身、普段の生活の中で、あれ？おかしいなぁと思う勧誘や契約に時々出遭うのです。どんな
ことでおかしいぁと思ったかは、次回で書いてみたいと思います。ではまた、来月号で。

� （ひょうご消費者ネット　理事　司法書士　吉江直記）

適格消費者団体NPO法人ひょうご消費者ネット

窓の

〒650-0011　神戸市中央区下山手通五丁目７番11号兵庫県母子会館２階 C
TEL：078-361-7201　E-mail：office@hyogo-c-net.com

ひょうご消費者ネット
連　絡　先

最近の消費生活相談事例

駐車中の車内で焼損した
ドライブレコーダー
県内の消費生活相談窓口に、「駐車中の車内でドライブレコーダーが焼損し、車内にも延焼した。」

との相談があり、消防署等と調査しました。
車両のフロントガラスはドライブレコーダーを取り付けていた付近にひび割れがあり、天井にかけ

て煤（すす）が付着していました。また、助手席側の足下にドライブレコーダーと内蔵のバッテリー
が落下、焼損していました。

バッテリーは内部の電極及び絶縁シートが燃えており、電極の一部に熱による変色が見られたため、
バッテリーの内部でショートが発生し、発火に至った可能性が高いと考えられます。

苦情品の輸入業者は、上記の他にも同種事故が発生していたため、苦情品と同型のドライブレコー
ダーの自主回収（製品交換）を実施しています。

■ 対象商品・型番
　　ドライブレコーダー〔型番：DRY-FH200〕
　　販売期間：2012年10月〜2013年8月
■ 問合せ窓口
　　株式会社ユピテル　ドライブレコーダー交換窓口
　　0120-027-515【9時〜17時（土、日、祝日を除く。）】

� （兵庫県生活科学総合センター　☎078・303・0999）
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ホームページ ●アドレス（URL）：http://www.coop-hyogo-union.or.jp●E-mailアドレス：hyogo@kobe.coop.or.jp
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消費者（大学生等）・事業者・行政によるワークショップ

◦ 2018年度 行事予定表（主要行事） ◦

〜三
さ ん し ゃ

者の想いをつなげよう〜
3 月 3 日㈯、兵庫県民会館で、 5 回目となる

消費者（大学生等）・事業者・行政によるワーク
ショップ「三者（みんな）の想いをつなげよう〜

“春”からはじめるかしこい選択〜）」が開催（主
催：兵庫県・ひょうご消費生活三者会議・大学生
協関西北陸事業連合）され、126人が参加しました。
今回のテーマは「エシカル消費」。大学生自身が
企画・運営するこのワークショップは、これまで
も消費者市民社会の実現に向け、三者が地域にお
ける役割や連携による取り組みを考えてきました
が、今回は出された企画・提案の中から厳選して
2018年度に実施し、結果を次回ワークショップで
報告しようという新たな試みです。エシカル消費
は生協にとっても重要なテーマ。ある班は、世代
を超えたつながりで育む食育に取り組もうという
企画を立てました。エシカルな消費行動は、幼い
頃からの教育が大切なので、大学生が、行政や地
域、事業者から学び、それを中・高校生、さらに
は幼稚園児に紙芝居や劇、ゲーム等でつなげてい
こうというものです。他にも、食品を購入する際

は手前の商品から取る運動を広げる班、電源構成
へのこだわりを追求する班や、オシャレなオリジ
ナルエコバッグ作成班など、どの班もそれぞれ背
景にある社会的課題を捉え、自身のよりよく選択
する力の重要性を踏まえた提案が出されました。

開催日 兵協連 主要行事／研修
4月 9㈪ 兵協連 第6回理事会／第1回役員推薦委員会

5月
22㈫ 兵協連 第2回役員推薦委員会
28㈪ 兵協連 監事会（期末監査）

6月
4㈪ 兵協連 第7回理事会／第3回役員推薦委員会
25㈪ 兵協連 第68回通常総会・第1回理事会

7月
6㈮ 第96回国際協同組合デ－・兵庫県記念大会

28㈯ 兵協連ピースアクション2018
広島被爆ピアノ平和コンサート

開催日 兵協連 主要行事／研修
8月 6㈪ 兵協連 第2回理事会
9月 22㈯ ひょうごまるごと健康チャレンジキックオフ大会

10月
1㈪ 兵協連 第3回理事会
4㈭ 2018年度 兵庫県生協大会

12月 3㈪ 兵協連 第4回理事会
2019
年1月 5㈯ 新春トップセミナ－・賀詞交換会

2月 4㈪ 兵協連 第5回理事会

＊変更になる場合があります。

ワークショップ
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